
　

ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
期
の
エ
ジ
プ
ト
で

は
、
成
功
し
た
企
業
家
は
尊
敬
の
対
象

で
は
な
か
っ
た
。
大
き
な
ビ
ジ
ネ
ス
を

成
功
さ
せ
る
必
須
条
件
は
政
権
と
の
緊

密
な
関
係
で
あ
り
、
企
業
家
と
し
て
の

能
力
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
実
際
、
二
〇
一
一
年
に
勃

発
し
た
一
・
二
五
革
命
で
ム
バ
ー
ラ
ク

政
権
が
崩
壊
す
る
と
、
政
治
権
力
と
癒

着
し
て
不
正
な
利
益
を
得
て
い
た
と
し

て
、
複
数
の
有
力
企
業
家
が
訴
追
さ
れ

た
。

　

他
方
、
一
部
の
企
業
家
は
、
政
治
権

力
と
距
離
を
置
き
、
自
由
な
経
済
活
動

を
積
極
的
に
支
持
し
た
。そ
の
代
表
が
、

二
〇
〇
〇
年
代
に
エ
ジ
プ
ト
最
大
の
民

間
企
業
と
な
っ
た
オ
ラ
ス
コ
ム
・
テ
レ

コ
ム
社
を
率
い
た
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ

リ
ス
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
現
在
の
エ

ジ
プ
ト
で
最
も
有
名
な
企
業
家
で
あ

り
、
ま
た
一
・
二
五
革
命
後
の
政
治
へ

の
関
与
も
注
目
さ
れ
て
い
る
ナ
ギ
ー

ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
を
取
り
上
げ
、
そ
の

特
異
性
と
一
・
二
五
革
命
後
の
企
業
家

像
に
つ
い
て
考
え
る
。

●
オ
ラ
ス
コ
ム
・
テ
レ
コ
ム
の
発
展

　

ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
（
一
九
五

四
年
生
）
は
、
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
で
最

大
の
企
業
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
オ
ラ
ス
コ

ム
・
グ
ル
ー
プ
の
創
業
者
オ
ン
シ
・
サ

ウ
ィ
リ
ス
の
長
男
で
あ
る
。
チ
ュ
ー

リ
ッ
ヒ
工
科
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
一

九
七
九
年
に
オ
ラ
ス
コ
ム
社
に
入
社
し

た
。
当
時
の
オ
ラ
ス
コ
ム
社
は
土
木
事

業
を
中
心
と
す
る
建
設
企
業
で
あ
っ
た

が
、
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
は
Ｉ
Ｔ

機
器
の
輸
入
販
売
な
ど
主
に
通
信
関
連

事
業
を
手
が
け
た
。

　

オ
ラ
ス
コ
ム
社
の
通
信
関
連
事
業

は
、
通
信
産
業
の
規
制
緩
和
が
始
ま
っ

た
一
九
九
〇
年
代
に
拡
大
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
や
、
民
間

部
門
に
よ
る
公
衆
電
話
網
構
築
の
中
心

的
な
担
い
手
と
し
て
発
展
し
た
。
そ
の

後
、
一
九
九
八
年
に
実
施
さ
れ
た
エ
ジ

プ
ト
初
の
携
帯
電
話
通
信
事
業
の
入
札

に
外
資
系
企
業
と
企
業
連
合
を
結
成
し

て
参
加
し
、
同
事
業
へ
の
参
入
を
果
た

し
た
。
そ
れ
を
機
に
、
オ
ラ
ス
コ
ム
社

は
、
通
信
、
建
設
、
不
動
産
開
発
の
三

つ
に
分
社
化
さ
れ
、
オ
ン
シ
・
サ
ウ
ィ

リ
ス
の
三
人
の
息
子
が
各
社
を
率
い
る

こ
と
と
な
っ
た
。
以
来
、
ナ
ギ
ー
ブ
・

サ
ウ
ィ
リ
ス
が
率
い
る
オ
ラ
ス
コ
ム
・

テ
レ
コ
ム
は
、
携
帯
電
話
事
業
を
中
核

と
す
る
通
信
企
業
と
し
て
発
展
し
た
。

　

オ
ラ
ス
コ
ム
・
テ
レ
コ
ム
社
の
特
徴

は
、
設
立
直
後
か
ら
積
極
的
に
海
外
に

進
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
企
業
設
立
翌

年
の
ヨ
ル
ダ
ン
進
出
を
皮
切
り
に
、
数

年
で
周
辺
国
を
中
心
に
一
九
カ
国
で
携

帯
電
話
通
信
事
業
に
参
入
し
た
。
そ
の

後
、
二
〇
〇
二
年
の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊

で
資
金
繰
り
が
悪
化
し
、
海
外
事
業
の

多
く
の
売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な

ど
、
一
時
は
経
営
難
に
陥
っ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
新
規
海
外
進

出
を
継
続
す
る
な
ど
、
海
外
重
視
の
事

業
方
針
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
近
年
で

は
、
北
朝
鮮
や
カ
ナ
ダ
の
携
帯
電
話
事

業
に
も
参
入
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
末
時
点
で
の
オ
ラ
ス
コ

ム
・
テ
レ
コ
ム
の
携
帯
電
話
事
業
は
、

エ
ジ
プ
ト
を
含
め
て
11
カ
国
で
展
開
さ

れ
、
契
約
数
は
1
億
回
線
を
越
え
た
。

同
年
の
携
帯
電
話
事
業
の
収
入
を
み
る

と
、
本
国
の
割
合
は
全
体
の
約
二
〇
％

で
あ
り
、
海
外
事
業
か
ら
の
収
入
が
大

部
分
を
占
め
た
。

　

オ
ラ
ス
コ
ム
・
テ
レ
コ
ム
は
、
二
〇

一
〇
年
末
に
携
帯
電
話
事
業
の
大
部
分

に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
の
携
帯
電
話
通
信

会
社
と
の
合
併
を
公
表
し
た
。
ナ
ギ
ー

ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
が
自
ら
の
持
ち
株
を

売
却
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ

リ
ス
は
、
合
併
会
社
の
大
株
主
の
一
人

と
な
り
、ま
た
合
併
対
象
外
の
事
業
を
、

新
た
に
設
立
し
た
Ｏ
Ｔ
Ｍ
Ｔ
社
に
集
約

し
、
そ
の
会
長
に
就
任
し
た
。

●
企
業
家
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス

　

ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
は
創
業
者

の
二
代
目
と
し
て
オ
ラ
ス
コ
ム
社
に
入

社
し
て
お
り
、
恵
ま
れ
た
環
境
だ
っ
た

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
と
は
言
え
、彼
は
、

主
力
事
業
で
あ
っ
た
土
木
部
門
で
は
な

く
、
主
に
通
信
関
連
部
門
を
担
っ
て
お

り
、
二
代
目
経
営
者
と
い
う
よ
り
も
新

規
事
業
を
開
拓
し
た
企
業
家
と
し
て
捉

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

企
業
家
と
し
て
の
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ

ウ
ィ
リ
ス
は
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
特
異
な

存
在
で
あ
る
。
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
先
に

述
べ
た
よ
う
に
、
多
く
の
有
力
企
業
家

は
政
治
権
力
と
緊
密
な
関
係
を
築
く
こ

と
で
有
利
な
事
業
機
会
を
得
た
と
見
な

さ
れ
て
い
た
が
、
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ

リ
ス
は
政
治
権
力
へ
の
接
近
に
慎
重
で

経
済
・
政
治
・
社
会
の
発
展
に
お
け
る
企
業
家
・
経
営
者
の
役
割

土
屋
一
樹

特  

集エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
新
し
い
企
業
家
像

―
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
―
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あ
っ
た
。
そ
の
傾
向
は
、
海
外
事
業
に

お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

二
〇
〇
五
年
の
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
お
い
て
、
オ
ラ
ス
コ
ム
・
テ

レ
コ
ム
が
シ
リ
ア
と
イ
エ
メ
ン
か
ら
撤

退
し
た
理
由
と
し
て
、
現
地
政
府
の
恣

意
的
な
干
渉
を
挙
げ
た
。

　

企
業
家
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
の

も
う
ひ
と
つ
の
特
徴
と
し
て
、
積
極
的

な
海
外
進
出
指
向
が
指
摘
で
き
る
。
エ

ジ
プ
ト
企
業
の
海
外
進
出
は
二
〇
〇
〇

年
代
後
半
か
ら
散
見
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、
そ
の
先
駆
け
と
な
り
、
ま

た
突
出
し
た
投
資
残
高
を
持
つ
の
が
オ

ラ
ス
コ
ム
・
テ
レ
コ
ム
お
よ
び
ナ
ギ
ー

ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
の
投
資
会
社
で
あ
る
。

　

ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
は
、
エ
ジ

プ
ト
国
内
で
は
携
帯
電
話
事
業
の
先
行

者
で
あ
り
当
初
か
ら
市
場
リ
ー
ダ
ー
で

あ
っ
た
が
、
国
際
的
に
は
多
く
の
競
争

相
手
が
存
在
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
オ

ラ
ス
コ
ム
・
テ
レ
コ
ム
は
短
期
間
で
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
地
域
の
主
要
携
帯
電

話
通
信
事
業
者
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
可

能
と
し
た
の
は
、
潜
在
性
の
あ
る
市
場

に
早
期
に
参
入
す
る
こ
と
で
、
初
期
段

階
か
ら
大
き
な
シ
ェ
ア
を
確
保
す
る
と

い
う
方
針
が
成
功
し
た
た
め
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
複
数
の
市
場
に
過
半
数
所
有

権
で
進
出
す
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
の
分

散
と
主
導
権
の
確
保
を
可
能
と
し
た
。

ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
は
、
競
争
相

手
に
先
駆
け
て
リ
ス
ク
を
取
っ
て
途
上

国
に
進
出
す
る
こ
と
で
、
時
に
経
営
難

に
直
面
し
な
が
ら
も
、
短
期
間
で
オ
ラ

ス
コ
ム
・
テ
レ
コ
ム
を
エ
ジ
プ
ト
最
大

の
企
業
に
成
長
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

●
社
会
貢
献
へ
の
取
り
組
み

　

企
業
家
と
し
て
成
功
す
る
一
方
で
、

ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
は
社
会
変
革

に
向
け
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
き
た
。

サ
ウ
ィ
リ
ス
家
の
名
を
冠
し
た
社
会
開

発
基
金
の
設
立
と
い
っ
た
慈
善
事
業
だ

け
で
な
く
、
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
下
に
お

い
て
、新
し
い
独
立
系
新
聞
に
投
資
し
、

ま
た
若
者
向
け
の
衛
星
放
送
チ
ャ
ン
ネ

ル
を
設
立
し
た
。
な
か
で
も
独
立
系
新

聞
は
、
そ
れ
ま
で
の
国
営
新
聞
に
よ
る

政
府
寄
り
の
報
道
に
一
石
を
投
じ
る
も

の
と
な
り
、
短
期
間
で
主
要
新
聞
の
ひ

と
つ
と
な
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
へ
の
投
資

は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
環
で
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
そ
れ
以
上
に
独
裁
政
権
下
で
の

客
観
的
報
道
や
若
年
層
の
能
力
開
発
を

支
援
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
、
ム
バ
ー
ラ
ク
政
権
崩
壊
後

に
は
、
政
治
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て

い
る
。
自
身
が
政
治
家
に
な
る
意
志
は

な
い
こ
と
を
明
言
す
る
一
方
で
、
政
権

移
行
期
の
権
力
を
掌
握
し
た
軍
最
高
評

議
会
が
設
置
し
た
諮
問
委
員
会
の
委
員

就
任
や
、
新
政
党
の
共
同
設
立
者
と
な

る
な
ど
、
新
し
い
政
治
体
制
の
構
築
に

携
わ
っ
て
い
る
。

　

企
業
家
の
政
治
へ
の
関
与
と
言
え

ば
、
自
ら
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
資
す
る
た
め

と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
「
常
識
」
で

あ
っ
た
な
か
、
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ

ス
の
行
動
は
、
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
企

業
家
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
す
も
の
で
あ

る
。

●
一
・
二
五
革
命
後
の
企
業
家
像

　

ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
は
、
二
〇

〇
〇
年
代
の
エ
ジ
プ
ト
政
府
が
理
想
と

し
た
経
済
開
発
方
針
を
体
現
し
た
企
業

家
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
場
経

済
制
度
の
下
で
企
業
家
と
し
て
の
能
力

を
発
揮
し
、
国
際
競
争
力
を
獲
得
し
た

の
で
あ
る
。エ
ジ
プ
ト
の
通
信
産
業
は
、

政
府
が
率
先
し
て
規
制
緩
和
を
進
め
た

産
業
で
あ
っ
た
。
ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ

リ
ス
は
、
経
済
自
由
化
に
積
極
的
に
適

応
す
る
こ
と
で
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
エ

ジ
プ
ト
で
最
も
成
功
し
た
企
業
家
と

な
っ
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
他
の
多
く
の
産
業
で

は
、
行
政
の
介
入
や
煩
雑
な
手
続
き
が

必
要
と
さ
れ
た
。
政
府
の
掲
げ
る
開
発

方
針
と
は
異
な
り
、
企
業
の
自
由
な
経

済
活
動
は
阻
害
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
企
業
家
は
政
治
権
力

に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
面
が
あ
っ

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
一
・
二
五
革
命
は

政
治
権
力
と
企
業
家
の
癒
着
を
否
定
す

る
も
の
で
あ
り
、
今
後
ど
の
よ
う
な
政

権
が
樹
立
し
よ
う
と
、
企
業
の
経
済
活

動
に
政
治
権
力
が
干
渉
す
る
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
従
っ
て
、今
後
は
、

政
権
と
の
親
密
な
関
係
を
構
築
す
る
こ

と
で
は
な
く
、
市
場
競
争
力
を
高
め
る

こ
と
が
成
功
の
要
件
と
な
る
。
そ
れ
は

ナ
ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
の
経
営
方
針

と
重
な
る
も
の
で
あ
る
。
企
業
家
ナ

ギ
ー
ブ
・
サ
ウ
ィ
リ
ス
が
特
異
な
存
在

で
な
く
な
っ
た
と
き
、
エ
ジ
プ
ト
で
も

成
功
し
た
企
業
家
が
尊
敬
の
対
象
と
な

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
一
・
二
五
革
命
が

求
め
た
新
し
い
エ
ジ
プ
ト
経
済
の
姿
で

も
あ
る
。

（
つ
ち
や　

い
ち
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）

.

エジプトにおける新しい企業家像―ナギーブ・サウィリス―
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